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進
捗
状
況
説
明

令和４年度に工事を発注し、令和５年６月末に整備工事が完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況
【R6成果目標】
　スポーツキャンプ件数：５件

目　標

実　績

5件

R4年度
目標値

（R6年度）

整備工事の完了

目　標

実　績 完了

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度

執行率（％）(B/A) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 38.4% 100.0%

予算の状況の説明
盛土材について、当初は他工事現場からの直接搬入を予定していたが、他工事進捗状況の影響により直接搬入から近
接地への仮置きへと変更になったことから、盛土材を本事業で運搬する必要が生じた。また、樹木の植栽本数が多く、標
準的な作業量では年度内の完了が困難となり繰越となったが、適切な処理を行い、予算を執行することができた。

実施

実施

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

整備工事の実施

目　標

実　績

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

令和４年度に整備工事を実施した。

うち交付金充当額 54,912 87,917

次年度繰越額 112,619

A．計(b+d) 0 0 0 178,537 112,619

B．執行済額 68,640 112,619

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 182,827 0

(b)予算現額 0

(c)増減額(b-a) 0

R2年度 R3年度 R4年度

178,537

(d)繰越額

R4年度（繰越）

0

0 112,619

0 0 ▲ 4,290

事業内容
冬の季節風（北風）による競技への影響やスポーツキャンプ時の北風対策のため、陸上競技場北側に北風対策として植栽整備工事を実施し、村
民や県民の利用促進による健康増進はもとより、スポーツキャンプの誘致を図る。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和6年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

市町村名 読谷村

令和４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１－⑥ 読谷村陸上競技場北側植栽整備事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

４-３-（９）-ア

世界にはばたき躍動する「ス
ポーツアイランド沖縄」の形成

担当部課名 生涯学習課
事業実施

（予定）年度
H30～R4年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

R1年度



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託及び工事の業者選定は指名競争入札により実施し
ており、妥当であったと考えている。
○予算規模については不用額は1,568千円（１％未満）であ
り、適正な規模であったと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

181,259 181,259 142,829 38,430 0

今後の取り組み方針

植栽後、防風効果が期待できるまで５年程度かかると見込まれていることから、適正な維持管理による植栽の生育に努め、スポーツキャンプの誘致に結び付けて
いく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

植栽整備を実施することができたが、効果が最大限発現されるよう除草作業など
の取り組みを行う必要がある。

防風効果がより発現されるように、雑草の除草等、植栽維持管理の取り組
みを行う。
北風対策だけでなく、陸上競技場全体としての機能維持、強化に努め、利
用者数やスポーツキャンプ受入増に繋げていく。

読谷村
181,259千円

委託料
2,937千円

工事請負費

178,322千円

(有)大協建設
178,322千円

読谷村陸上競技場北側植栽整備工事

現場技術業務
株式会社ワールド設計

2,397千円



( ) ( ) ( ) ( ) ( )
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( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 読谷村

令和４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

３－② ユンタンザミュージアム南側駐車場整備事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章－１－（４）－ア

沖縄文化の継承・発展・普及

担当部課名 読谷村教育委員会　文化振興課
事業実施

（予定）年度
H30～R5年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（2）

事業内容 ユンタンザミュージアム及び世界遺産座喜味城跡来訪者のための駐車場を整備することにより、来訪者の利便性の確保を図る。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和６年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R4年度（繰越）

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 16,504 244,696 167,413 0

(b)予算現額 15,070 170,914 115,546 0

(c)増減額(b-a) ▲ 1,434 0 ▲ 73,782 ▲ 51,867 0

(d)繰越額 93,478

A．計(b+d) 15,070 0 170,914 115,546 93,478

B．執行済額 15,070 170,914 22,068 84,149

うち交付金充当額 12,056 136,731 17,653 67,319

次年度繰越額 0

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

駐車場整備工事

目　標

実　績

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　令和４年度整備工事施工中の箇所から、多量の産業廃棄物が出土し、工事が一時中止となった。産業廃棄物により土木
工事が施工困難であること、産業廃棄物の処理費用が多額になる事から、施工方法の再検討（修正設計）を行った。
　令和５年４月修正設計が確定し、工事委託、現場技術委託の入札を行った。修正設計での工法変更により委託範囲（業務
量）が縮小し、委託料が減額となった。

実施設計の作成

R3年度

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! 100.0% 19.1% 90.0%

予算の状況の説明

　令和４年度施工時に多量の産業廃棄物が出土し、計画通りの施工が困難との判断から工事が中断し翌年度に繰り越
す。
その後、令和５年度に施工方法の再検討、修正設計を行うことで、本工事費と現場技術の委託範囲（業務量）が縮小した
事により、入札残となっている。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

目　標

実　績

R4年度
目標値

（R6年度）

目　標

実　績 完了

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度

進
捗
状
況
説
明

工法変更等があったが、修正設計のとおり事業を進めることができた。

【R6成果目標】
世界遺産来訪者及び来館者数
ユンタンザミュージアム：40,500人

整備工事

整備工事実施設計の作成

用地購入

用地購入

駐車場整備工事（土木）の完了

40,500人

205,500人

完了

目　標

実　績

【R6成果目標】
世界遺産来訪者及び来館者数
座喜味城跡：205,500人



有限会社　大協建設

13,430千円

株式会社　池原建設

78,100千円

106,217千円

91,530千円

工事請負費

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・施工時に多量の産業廃棄物が出土し、計画通りの施工が困難であるとの判断
から工事を中断。令和５年度に繰り越すことになった。
・令和５年度に修正設計を行い、工法変更により委託範囲が縮小した。
・令和５年度に入札、整備工事を行った。

・整備予定地から産業廃棄物が出土する不測の事態はあったが、修正設
計を行い、工法を変更することにより対応することができている。
・令和５年度駐車場便益施設（建築・電気設備・機械設備）工事へ影響が
出ないような調整が必要。

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

106,217 84,973 21,244 0

令和４年度ユンタンザミュージアム南側駐車場整備工
事

令和５年度ユンタンザミュージアム南側駐車場整備工
事

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。
○委託事業者は一般競争入札で選定しており、妥当であっ
た。
〇工事内容に合わせて積算され適正な支出だと考える。
○費目、使途については完了後の精算段階で検査を実施
しており、目的に即し、必要なものであったと判断した。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

令和４年度ユンタンザミュージアム南側駐車場整備工
事現場技術業務

令和５年度ユンタンザミュージアム南側駐車場整備工
事現場技術業務

総事業費

106,217

今後の取り組み方針

　今後、財源の調整を進めていく。また、修学旅行フェアへの参加、旅行者へユンタンザミュージアム及び世界遺産座喜味城跡について効果的に周知するための
手段等の検討を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

14,687千円

株式会社
　大洋土木コンサルタント

8,637千円

株式会社
　大洋土木コンサルタント

6,050千円

委託料

読谷村


